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例として札幌市の医療機関密度を描いてみましょう

まず市町村境界地図を表示します

速度向上のため、北海道だけの地図
にして、ファイルサイズを小さくします

HOKKAIDOを検索します

属性テーブルを開き、データを絞り込みます



北海道だけが選択されたので、レイ
ヤメニューから「選択分をベクターファ
イルとして保存する・・・」を実行します

全国版は閉じて、北海道のshape file
を表示させます

交通網を表示します。

交通網はみんなの地球地図プロジェ
クトのtransl_1_1.shpを使います。

青森以下は市町村境界データがない
ので、交通網だけが表示されています。

ここで、高速化のために北海道の交通
網だけのshape fileを作ります。

レイヤから必要部分を切り取ります： クリップ

こちらが道路網

こちらが北海道の
ポリゴン

名前を付けて「OK」。
少し時間がかかります。



北海道だけの交通網になりました。
ファイルサイズが小さくなり、処理速
度も上がります。

札幌市を拡大し、交通網に区別をつけます

「北海道交通網」の属性テーブルを開いて中身を確認

道路の属性でシンボルを変えます。
これは簡便法で、値がNULLにはトンネルも
含まれます。



1km meshのベクターファイルを重ねます

一マスがほぼ1km四方です。
250m mesh、500m meshもあります。

デリミッテドテキストファイルから医療機関のレイヤを作成します

緯度、経度のフィールドを
正しく指定することが大事

住所→緯度経度変換は、
http://newspat.csis.u‐
tokyo.ac.jp/geocode/modules/
addmatch/index.php?content_
id=1
がお勧め。

さあ、1km mesh内の医療機関数をカウントしましょう



医療機関数で塗り分けします

モードは等間隔かプリティブレークを。Jenksも良いので
すが、落ちます。範囲の最小を1にすると良いです。

医療機関数で塗り分けました

標高のラスターデータを加えて、より見栄えをup

ここまで全て無料です

ここから先は、

• 郵便番号ポリゴンで描画
shape fileが有償です

• 街区ポリゴンで描画
無償ですが、場所によって大きさが異なります

自分でポリゴンを加工できます

• ポリゴン内人口で割って、患者割合を描画
Q‐GISでも出来るようですが・・・・

dbf fileをExcelで加工する技もあります

1k mesh人口は無償で公開

500m meshや1km meshの年代別人口は有償


